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黒
潮
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
標
に
、木

造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
が
行
う
耐
震
事
業
は
、
大
き

く
分
け
て
３
つ
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
に
は
、
申
請
書

と
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
１１
月
に
要
綱
を
改
正
し
、
耐

震
設
計
や
改
修
に
係
る
補
助
事
業
で
、

町
か
ら
の
補
助
金
を
業
者
に
直
接
入
金

（
代
理
受
領
）す
る
こ
と
が
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
耐
震
設
計
や
改
修
に
係

る
費
用
の
全
額
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
個
人
負
担
分
の
費
用
を

用
意
す
る
だ
け
で
事
業
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

①
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

対
象
　
昭
和
５６
年
５
月
末
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

※
構
造
に
よ
っ
て
は
対
象
外
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
費
用
　
無
料

概
要
　
建
築
士
事
務
所
協
会
を
通
じ

て
登
録
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

②
耐
震
設
計
補
助
事
業

対
象
　
前
述
の
耐
震
診
断
を
終
え
た

も
の
の
う
ち
、
補
強
な
ど
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の（
認
定
診
断
ソ
フ

ト
で
評
点
１.０
未
満
の
も
の
）

補
助
額
　
最
大
３０
万
円

概
要
　
登
録
設
計
者
に
耐
震
補
強
に

係
る
設
計
図
書
作
成
を
依
頼
し
、
完

了
し
た
こ
と
に
対
し
て
補
助
金
を
支

払
い
ま
す
。

③
耐
震
改
修
補
助
事
業

対
象
　
前
述
の
耐
震
設
計
を
終
え
た

も
の

補
助
額
　
最
大
９２
万
５
千
円

概
要
　
登
録
工
務
店
に
耐
震
補
強
に

係
る
改
修
工
事
を
依
頼
し
、完
了
し
た

こ
と
に
対
し
て
補
助
金
を
支
払
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
伊
田
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
資
機
材
倉
庫
を
整
備
し

ま
し
た
。

木
造
住
宅
耐
震
事
業
が

活
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

平
成
２７
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

整備した倉庫を確認する相牟田裕也代表（伊田少年消防クラブ）

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？
　現在、住宅用火災警報器の設置は“義務”となっていま
す。住宅火災による死者は、６割以上が逃げ遅れによるも
ので、発生時間は就寝時間に集中しています。さらに死
者の６割以上が６５歳以上の高齢者です。今後、高齢化の
進展とともに死者数の増加も懸念されることから、その
対策として各家庭に住宅用火災警報器の設置が、義務化
されました。まだ設置されていない方は、火災の脅威から
「生命」や「財産」を守るためにも、1日も早い設置をお
願いします。


